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平城京における大安寺の造営計画

森下 恵介

は じめに

平城京左京 の六条四坊か ら七条四坊にかけて15町 の寺地を占めた大安寺は、もと舎予明天

皇11年(639)に 百済宮 とともに造営 され た百済大寺で、天武天皇2年(673)に 高市の地 に移

され高市大寺 とな り、その後、大官大寺の寺号が与え られ、文武朝 に藤原京左京八条二坊

に営まれた大官大寺が直接 の前身寺院 となる。 この ように大安寺の前身 は初 めて、天皇が

創建 した寺院であ り、天智、天武両王統の始祖である舎予明天皇が建立、大官大寺 とい う名

が示す ように官寺を代表す る大寺であった。百済宮 と百済大寺、浄御原宮 と高市大寺、藤

原宮 と大官大寺 といった ように王宮 と対になる寺院で、常に王宮近 くに営まれ る寺院であ

った と考えることもできる。『続 日本紀』における諸寺の記載順序が奈良時代における官寺

の寺格を示 しているのであれば、筆頭は大安寺であ り、薬師寺が これに続 く。平城遷都に

伴い、京 に造営 された大安、薬師、元興、興福の四寺の中で も、左右京 に対称的に配置 さ

れた大安寺 と薬師寺の両寺は別格で、 この両寺のあ り方は藤原京のあ り方を受け継いだ も

のと考 えられ、 この京の両官寺制が平安京の東西寺へ と整備 されてい く可能性 も考え られ

る。

大安寺の平城での造営は 『続 日本紀』の霊亀2年(716)の 「始徒建i元興寺干左京六条 四坊」

を大安寺移建記事 とみる見方(1)が有力で、大安寺の平城への遷造は、唐 から帰国 した道慈

律師が勅 により、これにあたった ことを 『続 日本紀』 は記す。 また、大安寺については天

平19年(747)の 『大安寺伽藍縁起井流記資財帳』(以下 『資財帳』とい う)に よって、主要

堂舎 の規模を知 ることもできる。大安寺の遺跡 については1954年 に南大門、中門、回廊跡

の発掘調査が行われ、1981年 以後は奈良市教育委員会 が発掘調査を継続 して行っているが、

史跡指定地の現状変更に伴 う小規模 な発掘調査が多 く、遺跡の全体像を把握す るには、調

査成果相互の整理作業が必要 となる。近年の発掘調査成果 をふまえて、大安寺の造営計画

と国家筆頭の大寺、大安寺のもつ性格について、検討 してみたい。

1.大 安寺の寺地

『資財帳』によれ ば、大安寺の寺地は合せて 「十五坊」とし、「四坊 塔院」、「四坊 堂

井僧房等院」、「一坊半 禅院食堂井大衆院」、「一坊 池井岳」、「一坊半 賎院」、「一坊 苑

院」、 「一坊 倉垣院」、 「一坊 花園院」 とす る。 この うち 「塔院」が左京七条四坊の一 ・

二 ・八 ・七坪の四町、「堂井僧房等院」が六条四坊の三 ・四 ・五 ・六坪の四町であることは

残 された遺跡 からも間違いはない。以下、諸院の記載 を右廻 り(時 計廻 り)と 見て、六条

四坊 の二坪 と東側 の七坪西半に 「禅院食堂井大衆院」、七坪東半 と十坪西半が寺地に取 り込
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まれた杉山古墳 をさす 「池井岳」 とし、十坪東半 と十一坪 に賎院、十二坪に苑院、七条四

坊の塔院の東側の九、十坪 に 「倉垣院」、「花園院」の所在が推定 されてお り(2)、大安寺の

寺地は東辺が東四坊坊間東小路、南辺が七条条間路、西辺が東三坊大路、北辺が六条条間

北小路で画 された東西が3町 、南北5町 の範囲を占める と推定 され(図1-A)、 ほぼ、この

範囲をもとに して、国史跡 も指定 されてい る。

塔院及び堂井僧房等院以外のこれまでの発掘調査では、「禅院食堂井大衆院」が推定 され

る六条四坊二坪での調査(3)で検出 された井戸か ら、「□亀六年難□」の題箋、「清芹」の付

札、「可充紙」と記 された木簡や鎌柄、横櫛な どが出土 してお り、掘立柱建物の検 出もあっ

て、杉 山古墳前方部 に営 まれた瓦工房 とも近 く、「修理所」、「政屋」等の存在 を うかがわせ、

「大衆院」を推定す るには、ふ さわ しい。また、北中房か ら北へ延び る廊の存在が確認 さ

れてお り(4)、僧房 の北方 に食堂が存在 した可能性 も高い。東側の七坪は、ほぼ全域 を 「池

井岳」である杉 山古墳が 占めるが、その前方部西南には、塔造営に関るともみ られ る8世

紀後半～9世 紀初頭 の杉山瓦窯(5)が存在す る。大安寺境内の北辺を画す る六条条問北小路

は杉 山古墳の後 円部に重なるが、その道路痕跡は見 られない。古墳東側の十坪で検出 され

た井戸(6)か らは 「大二三井」、「大二」の墨書土器が出土 してお り、伽藍 中枢の東方になる

十一坪 か らは廊 とみ られ る礎石建物(7)や南北方 向の壇正積基壇や傳積 円形井戸(8)が 検出

されている。十 ・十一坪には別院の存在 が推定できこそすれ、賎院である可能性 は低い と

言わねばならない。また、南の十二坪で検出 された井戸か らは 「東院」の墨書土器 が 「白

米二斗」、「大豆五斗」等の木簡 とともに出土(g)してお り、『東大寺要録』、『大安寺碑文』

に見える神護景雲3年(769)に 早良親王(皇 子大禅師)が 住んだ 「寺内東院」が存在 した可

能性 が考えられ る。七条四坊の塔院東側 の九坪は 「倉垣院」が推定 され るのであるが、発

掘調査(10)では、小規模 な掘立柱建物数棟が確認 され ているものの、倉垣院にふ さわ しい

建物 はまった く検 出されてお らず、院地の配分には発掘調査成果を見 る限 り、再検討が必

要 と言わねばならない。

平安時代の寛治4年(1090)の 大安寺再建iの覆勘(11)には修造 した大安寺の西面築垣は 「四

町瓦覆」で、北面築垣は 「三町」 となってお り、平安時代 には六条 四坊の一坪か ら十二坪

のすべてが大安寺境内であった可能性 も考 えられる。大安寺の境内の北辺は薬師寺 と同 じ、

五条大路 とみて、六条四坊の二坪 と北側 の1/2が 「禅院食堂井大衆院」、一坪の1/2と 八坪

が 「賎院」、七坪が 「池井岳」九坪が 「苑院」、十坪が 「倉垣院」、十一坪 が 「花園院」 と考

えることもでき(12)、「花園院」であった十一坪 とその南の十二坪が早良親王の東院 とな り、

奈良時代の大安寺もまた、六条 四坊 に東西3町 、南北4町 の規模を持っていた と考えるこ

ともできる(図1-B)。 このよ うに考 えると、塔院を除 く大安寺の寺地は左京の六条四坊に

その全てがお さま り、六条大路を隔てた七条 四坊 に塔院以外の院地を想定す る積極的な根

拠 も存在 しない。 この点で 『続 日本紀』霊亀2年(716)の 「左京六条四坊」に 「始徒建」と

い う記事も意味 をもって くる。
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図1大 安寺寺地の復原案

2.大 安寺 伽藍 の検 討

これ まで に行 われ てい る大安 寺伽 藍 の発掘 調査 成果 を も とに、 まず 、南 か ら南北方 向に

大安 寺伽 藍 の検討 を進 めたい。

六条 大路 に面す る南大 門 は 中門 と ともに、『資財 帳 』 の 「門玖 口」 の うちの 「佛 門二 口」

のひ とつ に該 当す るが、『資財 帳』には 、建 物規模 は記載 され て いな い。南 大 門は発掘 調査

(13)に よって 、桁 行5間(25.5m)、 梁 間2間(10.2m)の 規模 で、柱 間寸 法 は桁 行 、梁 間

とも17尺(大 宝令 小尺 、唐 大尺 、 「天平 尺」、1尺=29.5～29.6cm、 以下 の 「尺」 だけの表

記 は、 すべ て小 尺)等 問 で あ るこ とが確 認 され てい る。 大安 寺の周 辺条 坊 につ いて は未 だ

不 明 な点 も多 く、南 大 門の六条 大 路 との位 置 関係 も明 かで はない が、発 掘調 査 で 明 らか に

な って い る南 大 門棟 通 り(14)と 七条 四坊 に所 在 す る大安 寺 西塔 跡 心 礎(15)と の南 北 間の 距

離 は164.53rnを 測 る。 この距離 は小 尺 で は558尺 とな り、完好 な数 値 に な らないが 、和銅

6年(713)以 前 に度地 に用 い られ た とみ られ る1.2小 尺 の長 さを もつ 大宝令 大 尺(一 尺=

35.4～35.53cm、 以下 「大 尺」 とす る)で あれ ば、465大 尺 とな る。塔 が六 条大 路心 か ら一
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町(375大 尺)南 に設 定 され た とすれ ば、六 条大路 心 か ら南 大 門棟通 りまで は90大 尺(108

尺)と な る。 また、東 西方 向で は左 京 六条 三坊 十三坪 の調 査(16)で 検 出 されて い る東 三坊

大 路西側 溝 と見 られ る南 北溝SDO2心 か ら南大 門心 まで の東西 距離 は142.316rnを 測 り、400

大 尺(480尺)と み られ 、一 町 の距離 に東 三坊 大路 の 幅員(東 西 両側 溝 心 々)50大 尺(60

尺)の1/2、25大 尺(30尺)を 加 えた距 離 と考 え るこ とがで き、南 大 門心(伽 藍 中軸線)

は東 三坊 大 路 の一町東 に設 定 され てい るこ とが わか る。

中門 も発掘 調査(17)に よって 、その規 模 、桁 行5間(29.6m)、 梁 間2間(14.8m)が 確

認 され てい る。柱 間寸 法 は桁 行 中央 問3間 が18尺 、両端 間が17尺 で、梁 問 が15尺 とな り、

中門棟 通 りに揃 えて 、両脇 に梁 間13尺 複 廊 の南面 回廊 が取 り付 く。中門棟 通 りと南 大 門棟

通 り問の南 北距離 は29.04rnを 測 り、小 尺100尺 とみ るにはやや 短 く、大尺 で82尺(98.5

尺)と すれ ば、推 定 され る六条 大 路心 か ら、172大 尺(206.5尺)の 位 置 とな る。

金 堂 の遺構 は発 掘調 査 で は未 確認 で あ るが、『資財 帳』では建 物規模 を 「長 十一 丈八 尺 広

六丈 」 とす る。 また、『資財 帳 』で は東 西 回廊 の南北 長 を 「廿丈 五尺 」 と してお り、北面 回

廊棟 通 りが金 堂 の南 一間 目に合 せ てい る とす る と、中門心 か ら220尺(205尺+15尺[金 堂

梁 問 の1/4])程 度 に な り、 中門心 か ら大 尺183尺(219.5尺)北 に金 堂心 が推 定で き る。

大安 寺金 堂位 置 は推 定六 条大 路心 の北355大 尺 、六条 条 問南小 路 心の南20大 尺 とみ てお き

たい。ま た、講堂 につ いて は 、『資財 帳 』は 「長 十 四丈 六尺 広 九丈 二尺 」 とす る。 これ ま

での発 掘調査 では講 堂の基 壇縁 辺 が確認 され て い る ものの、柱 位置 は確 認 され てい ない。

発掘 調 査(18)で 検 出 して い る講 堂基 壇 北延石 列 の位 置 か ら、基 壇 の 出11.5尺 と講 堂梁 間の

1/2(46尺)を とる と、講堂 の棟通 りは金 堂 の北170大 尺(204尺)に 求 め る こ とが で きる。

北太房 は発 掘調 査(19)に よって 梁 問が13尺3問 、桁 行 柱 問が13.8尺 とされ 、 中門棟 通

りか ら北太房 棟通 りまで の距離 は164.45mを 測 り、大 尺 な らば465大 尺(558尺)と な る。

『資財 帳』で は北太 房 を 「長十 二丈 五尺 広 三丈 九尺 」 と してお り、柱 間13.8尺 で桁行9

問 とす る と建 物長 さは124.2尺 とな る。 北太 房 は東 西太房 北 列の 北妻 にカ ギ形 に繋 が るの

では な く、東 西太 房 の 内側 柱列 に北太房 妻 がカ ギ形 につ なが るこ とが 明 らか にな ってい る

(20)。後 にふれ るよ うに中軸線 か ら東 、西太 房 内側柱 列 まで は184.5尺 あ るこ とか ら、 北

太房 の長 さを除 く と北東太 房 と北 西太房 の問 はお よそ100大 尺(120尺)隔 た るこ とにな

る。

北 中房 につ い て は 『資財 帳』 には北 東 中房 の記 載 しかな いが 、発 掘調 査(21)で 北西 中房

の存 在 が明 らかに なって お り、北 西 中房 は天 平19年(747)の 『資財 帳』 勘録 後 に造 営 され

た とみ られ る。発 掘調 査 で は東 西 の北 中房 はい ずれ も梁 間 が10尺3間 、桁 行柱 間 は13尺

であ る こ とが確認 されて い る(22)。 北太房 棟 通 りか ら北 中房 棟 通 りま での距 離21.3mは60

大 尺(72尺)と み なす こ とが で き、中 門心か ら北 中房 心 まで は525大 尺(630尺)と な る。

『資財 帳』 は北東 中房 を 「長 廿七 丈 広 三丈 」 とす る。 中軸線 か ら東 中房 内側柱 列 まで は

261尺 で あ るため、 北東 中房東 妻柱 は東 中房 外側 柱 と通 りを揃 えてお り、 中房 は太房 とは
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反対 に東西中房北妻にカギ形に北中房が繋がる。 中軸線か ら東西の中房外側柱までは291

尺であるため、『資財帳』の長 さを除 くと、中軸線 か ら北 中房妻柱までは21尺 となる。 し

かしなが ら、1996年 の奈 良市73次 調査(23)では、北東 中房の西妻柱が伽藍 中軸線か ら7.7

m(26尺)で 検出 されてお り、北中房の長 さは5尺 短 く265尺 、桁行21間 として、東端

の東 中房梁問3問 分(30尺)を 除いた235尺 を18問 で等分すれ ば、桁行柱問は、ほぼ13

尺 と発掘調査検出例 と一致す る。

南北方向に営まれ る僧房 については、まず、東西太房北列を 『資財帳』は 「長各廿 四丈

五尺」とす る。西太房北列北端の桁行3問 の柱 問は13尺 で、北太房 の梁 間に合せ ているこ

とが確認 されてお り(24)、太房北列 の北妻柱は北面太房の北側柱 に揃えている。太房北列

の長 さを 『資財帳』記載 どお りの245尺 とし、桁行18問 とみて、北端の北太房梁問の3問

分(39尺)を 除いた206尺 を15問 で等分すれば、桁行柱問は13.73≒13.8尺 となる。『資

財帳』は東西太房南列 と中房南列の長 さは同じ 「廿七丈四尺五寸」 とす る。太房が桁行20

問で柱問13尺 が2問 、13.8尺 が18問 とすれ ば274.4尺 、中房が桁行21問 で13.07尺 ≒

13尺 とみれ ば、『資財帳』記載 の長 さに近い。東西の太房南列 と中房南列の南妻柱は南面

回廊南側柱 と通 りを揃 えてい るとす る見方が一般的であるが、調査成果(2010年127次 調

査)か ら、西中房南列の南妻は一間北の中門及び南面回廊棟通 りに揃 えていた可能性が高

く、太房南列 も同様 とみ ることが可能である。南面回廊棟通 りか ら東西太房北列北妻柱 と

通 りを揃 える北太房北側柱通 りまでの長 さ577.5尺 か ら 『資財帳』記載 どお りの東西太房

北列 と南列の長 さを除 くと北列 と南列は58尺 隔たることになる。

『資財帳』は東西中房北列を 「廿九丈一尺 広三丈」とし、これ を桁行22間 で等分 した

場合 は、13.23尺 と柱間が発掘調査の検 出例13尺(25)よ りもやや長 くなる。 また、中房北

列長 は太房北列長 よ りも46尺 長 いが、中房北列北妻は太房北妻の北37.5尺 であるため、

中房南妻 は太房南妻 より8.5尺 南 となる。『資財帳』の中房北列 「廿九丈一尺」を 「廿八丈

一尺」とすれば
、中房北列 と南列 との問は59.5尺 と、太房の妻問の距離に近 くな り、中房

北列 の桁行柱 間も12.8尺 と13尺 に近い数値 になる。

次に東西方 向の伽藍配置をみると、中門側面か ら東西に延び る南面回廊は梁問13尺 の複

廊で、桁行5問(74尺)の 柱間が14.8尺 、6問 目と7問 目が13尺 となって東西回廊 に繋

が り、伽藍中軸線か ら東西回廊端までは120大 尺(144尺)と な り、中門桁行全長 の半分、

44尺 を除 くと回廊部分は100尺 の長 さになる(26)。東西の回廊 はその南北の長 さを 『資財

帳』は 「長廿丈五尺、広二丈六尺」としてい るが、中門心か ら金堂心までが、183大 尺(219.5

尺)で あれば、東西回廊 の長 さは金堂梁間1間 分15尺 を除いた204.5尺 となる。この数値

から南面回廊梁問2問 分26尺 を除いた178.6尺 を13問 で等分すれば、柱問は13.74尺 ≒

13.8尺 となる。また、金堂に取 り付 く北面回廊 については、『資財帳』は 「金堂東西脇各

長八丈四尺 広二丈六尺」 としてお り、中軸線か ら東西回廊端 までの144尺 か ら金堂桁行

全長 の1/2、59尺 を除いた85尺 に近 く、85尺 か ら東西回廊 と繋がる2問 分26尺 を除いた
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59尺 を4間 で等分すれば14.75尺 ≒14.8尺 と南面回廊の柱 間 とも近い数値が得 られ る。

回廊 と東西太房 問の40.5尺 は繋廊3問(13.5尺 ×3)で 繋がれ、伽藍 中軸線か ら東西太

房内側の柱列 までは184.5尺 、梁間3間13尺 等間の東西太房の棟通 りまでは170大 尺(204

尺)と な り、回廊端か らは50大 尺(60尺)隔 たる(27)。さらに太房 の棟通 りか ら東西中房

棟通 りまでの問は、北太房棟通 りか ら北中房棟通 り問 と同 じ60大 尺(72尺)で 、伽藍中

軸線 から東西中房 の棟通 りまでは230大 尺(276尺)と な り、東西の中房棟通 り間の距離

460大 尺(552尺)は 、南北方向の中門か ら北面太房棟通 りまでの距離465大 尺(558尺)

よ りも5大 尺短 くなっている。

『資財帳』には小子房について 「小子房南列長十丈 広一丈二尺」 と 「東小子房長廿九

丈一尺」の記述がある。東小子房の長 さが中房北列 と同長であるため、これ を東 中房北列

の外側に求め、小子房南列 をその南に求めるのが一般的であるが、西中房南列の外側か ら

梁間1間13尺 、桁行10尺 規摸 をもつ西小子房南列 を検出 している(28)。基壇が瓦積みの

ため、平安時代以降に時期 が降るともみ られ るが、 この小子房の棟通 りは中房棟通 りか ら

14.2m≒40大 尺(48尺)の 位置にあって、『資財帳』の 「小子房南列」に該 当す る可能性

も残 してい る。

大安寺の東西両塔は六条大路を隔てた七条 四坊の塔院に所在 し、『資財帳』には 「四坊塔

院」の記載はあるが、塔建i物本体についての記載 は無 く、天平19年(747)に は未完であっ

たことがわか り、『七大寺巡礼私記』によって、当時、東塔 が七重塔 であったことが知 られ

る。2001年 か ら史跡整備事業に伴 う発掘調査(2g)を実施 してお り、東西両塔問の心々距離

は134.79rnで 、1町450尺 よ りもわずかに長 く、伽藍 中軸線か ら西塔心までは228尺 とみ

られ、東塔心は塔心礎が抜 き取 られているため心を求めることが難 しいがおよそ229尺 と

な り、中軸線 から190大 尺の位置に塔は配置 されている可能性が考えられ る。先 にふれた

よ うに塔心は南大門棟通 りから南465大 尺(558尺)で 、六条大路心が南大門心の南90大

尺(108尺)に 位置すれば、4町 を占める塔院の南北1/2、 東西もおお よそは1/4の 位置に

配置 されているといって よい。両塔の規模 は同 じ方3間40尺(12m)で 、柱間は中央間が

14尺 、脇 問が13尺 とみ られる。基壇 は70尺(21m)四 方で、基壇外装 は凝灰岩切石壇正

積、幅16尺(4.8m)、 出が5尺(1.5m)の 石階が四方に付 く。西塔西北部の102次 調査

では塔基壇を覆 う二層の瓦層が確認 され、下層か らは金銅製の風鐸や水煙な どの相輪片が

出土、整地土を挟んだ上層 は厚い焼瓦層で、落雷によって塔の上層部分が落下、その後に

火災によって焼失 したことがわか り、上層の火災が 『日本紀略』の天暦3年(949)の 西塔焼

失に該当す るとみ られる。東塔では塔を囲む築地塀の痕跡や南の石敷参道な ど、東大寺の

宗性 が行 った建長5年(1253)の 塔修造、文永3年(1266)の 塔四周築地築造に関わるとみ ら

れ る遺構 も検 出してお り、鎌倉時代の 「大安寺宝塔」「大安寺」等の軒瓦 も出土 している。

出土 した軒瓦は8世 紀後半～末のものが多 く、東塔が天平宝字年間の建設で、西塔が完成

す るのは奈良時代末の宝亀年間か ら平安時代初期まで降 ることがその所用瓦か らも うかが
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える(30)。

以上の検討 をま とめると、大安寺伽藍 の中軸線 は、東三坊大路心か ら1町(450尺=375

大尺)東 に設定 されてお り、七条四坊の塔院に所在す る東西両塔 も、 この中軸線か ら190

大尺ずつ離れた対称位置に配置 された とみ られ る。主要伽藍遺構相互の位置関係 をみ ると、

南大門と中門、 中門と金堂問の距離の ように小尺では端数 をもつが、大尺では整数 となる

ことから、大尺 を基準尺に して主要伽藍 の地割 された可能性が高い といえる。その伽藍地

割 を復原的に整理す ると次のとお りとなる。

① 伽藍の中心 となる大安寺金堂は六条大路心の北355大 尺、六条条問南小路心の南20

大尺に推定することができる。

② 中門は金堂の南183大 尺に位置 し、南大門は中門の南82大 尺、金堂の南265大 尺に位

置 し、六条大路心の北90大 尺 となる。

③ 中門両脇 の南面回廊の東西は中軸線 からそれぞれ120大 尺で計画 されてお り、回廊の

東西幅は240大 尺 となる。回廊端か ら50大 尺の位置 に東西太房 の棟通 りが設定 され、

東西太房 間は340大 尺 となる。また、さらにその外側60大 尺に東西中房 の棟通 りが設

定 され、東西中房問は460大 尺 となる。

④ 講堂は金堂の北170大 尺に求め られ、六条条問南小路心の北150大 尺に推定 され る。

⑤ 北太房棟通 りは金堂の北282大 尺、中門心か ら465大 尺に位置 し、その北側60大 尺に

北中房の棟通 りが設定 され、中門心から北中房棟通 りまでは525大 尺 となる。

大安寺伽藍 は大尺による地割設定がな され、柱問寸法な どの割 り付けは小尺で行った と

みてよいだろ う。長 さのある回廊や僧房 の桁行にみ られ る13.8尺 や14.8尺 といった端数

をもつ柱問寸法については、大尺 とみる説もあるが、南面回廊長100尺 に規制 されて14.8

尺の柱間が生 じてい るよ うに、小尺による建物寸法の割付が大尺による地割 に制約 された

結果、生 じたもの とみるのが妥当である。また、大安寺の南大門、中門、金堂の柱間寸法

に使用 され る18尺 、17尺 の数値は、大安寺の前身である大官大寺の中門で17尺 が、金堂、

講堂で18尺 、17尺 が用い られてお り、大安寺回廊や僧房で使われ る13尺 も大官大寺回廊

の桁行に用い られている。 これ らの柱問寸法は大官大寺の建物柱問寸法を引き継いだもの

と考えられ る。

3.大 安寺伽藍 と大官大寺伽藍

大安寺の直接の前身寺院である大官大寺は、藤原京左京八条二坊 の東南に東西2町 、南

北3町 、合せ て6町 の寺域 を占める。奈 良国立文化財研究所によって1973年 か ら1982年

にかけて10次 の発掘調査が実施 されてお り、中門、金堂、講堂が伽藍 中軸線に南北に並び、

中門 と金堂を繋 ぐ回廊内の東部 に九重塔 とされ る塔を配置 し、回廊 はさらに北へ延び、講

堂 を取 り囲む といった中枢部の伽藍配置がほぼ確定 している(31)。伽藍 は8世 紀冒頭前後

の文武朝に造営 されたもの とみ られ、主要伽藍 の うち完成 していたのは金堂 と講堂で、塔、
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中門、回廊は未完成のまま焼失 した形跡 も確 かめられてお り、『扶桑略記』の伝 える和銅4

年(711)の 火災記事を裏付 けるもの とみ ることも可能である。

この大官大寺伽藍は寺域 の東西南北の中心に置かれた金堂位置を基準に設定 されてお り、

巨大な塔 を回廊内に置 くため、回廊の規模 は長大で、北面回廊が金堂北300大 尺(360尺)、

南面回廊が金堂南250大 尺(300尺)、 中軸線か ら東西200大 尺(240尺)に 東西回廊が設

定 された とみ られている。南面回廊は中軸か らの240尺 か ら中門部分の40尺 を除 くと、回

廊部分は大安寺南面回廊長100尺 の2倍 、200尺 とな り、大安寺回廊はこの大官大寺回廊

の長 さの1/2と い う既定長があったために大安寺回廊の桁行 に14.8尺 とい う端数 のついた

柱間寸法が生 じた といってもよいだろ う。この南北550大 尺(660尺)、 東西400大 尺(480

尺)の 大官大寺の伽藍計画を、中軸線を重ね、 さらに大官大寺南面回廊外側柱通 りを大安

寺 中門、南回廊棟通 りに重ね合わせ ると(図2)、 東西では伽藍 中軸から200大 尺の大官大

寺東西回廊の外側柱列が大安寺東西太房列 と東西中房列の中間に位置 し、大官大寺東西回

廊外側柱列か ら大安寺東西太房棟通 り(中 軸か ら170大 尺)ま でが30大 尺(36尺)、 東西

中房棟通 り(中 軸か ら230尺)ま でもまた30大 尺(36尺)と なることがわか る。太房位

置が大官大寺東西回廊位置をもとに設定 されたため、大官大寺の1/2の 長 さとなった回廊

端 と太房 との問には繋廊3問 の13.5尺 とい う端数のついた柱問寸法が生 じるのである。南

北では大官大寺南面回廊か ら金堂脇回廊 までの距離275尺 は大安寺の東西太房 と中房南列

の長 さ274.5尺 とほぼ一致する。 この275尺 は本来、計画時には230大 尺(276尺)で あ

ったものが、使用尺の実長 の差 により、建物長275小 尺が設計 され、その実長に近い建物

が274.5尺 と計測 された とみ られ、 この建物長275尺 のために大安寺東西太房 の桁行に

13.8尺 とい う柱間が生 じた らしい。 さらに、大官大寺南回廊 の北550大 尺(660尺)に 設

定 され る北回廊は大安寺伽藍では大安寺中門、南回廊棟通 りの北525大 尺(630尺)の 北

中房棟通 りの北25大 尺(30尺)に 位置 し、15尺 北の大安寺北 中房北側柱列 と14尺 南の大

官大寺北回廊 内側柱列は、ほとん ど一致す る。大官大寺の伽藍地割設定をもとに大安寺の

伽藍地割設定が行われたのであれば、大安寺伽藍建物遺構 に特徴的な端数のついた柱間寸

法が生 じた理 由は、理解 しやすい。宮本長二郎氏 の想定(32)の ように大安寺の当初 の伽藍

配置計画は大官大寺 と全 く同じ配置形式で、大官大寺伽藍がほぼそのまま平城京 に造営 さ

れ る予定であった可能性は高い といえる。ただ、宮本氏が想定 したよ うに工事が進め られ

ていた南面回廊、金堂東 ・西軒廊の部分を残 し、他 は梁行三問に拡張 して太房 に改め云々、

とい うのは、少々乱暴で、柱通 りが一致 しても、柱問の相違か ら柱位置 はすべて改める必

要があ り、建設途 中の回廊 をそのまま、太房に改造 したとい うのは頷けない(33)。大官大

寺伽藍配置か ら大安寺伽藍配置への変更を復原整理す ると凡そ次の とお りとな るのではな

いだろ うか。

a.金 堂の規模(153尺 ×70尺)を(118尺 ×60尺)と 約7割 の規模に縮小 し、62大 尺南

に移す。金堂～中門間の183大 尺を基準に大安寺東面 と西面回廊 の長 さ205尺(220尺
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一15尺)が 定 ま り
、東 西 回廊 に桁行 柱 問寸 法13.8尺 が生 じる。

b.大 官大 寺南 面 回廊南側 柱 列 を棟 通 りに して複 廊 とす る。大 安寺 回廊 の北側 柱列 は大官 大

寺 回廊 の 北側柱 列 よ り1尺 南 とな り、そ の回廊 長 は大官 大 寺の1/2の100尺(回 廊 外端

幅240大 尺)と し、金 堂前 を儀 礼用 空 間 とす るこ とに よって、 大安 寺 の南面 と北 面 の回

廊 に14.8尺 とい う桁 行 柱 問寸法 が生 じ、塔 は六条 大路 を隔 てた 七条 四坊 の別 院 に営 まれ

るこ とにな る。(七 条 四坊 に塔 院 四 町分 が寺地 として新 た に加 え られ る。)

c.大 官 大寺 東面 と西 面 回廊 の外 側 柱位 置 を 中心 に30大 尺 の位 置 に大安 寺 の東 西 の太 房 と

中房 の棟 通 りを設 定 し、大 官大 寺東 面 と西 面 回廊 の 内側 柱列 か ら2.5尺 内側 が大安 寺東
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西太房の外側柱列 となる。また、東西太房 と中房の南列の長 さは、大官大寺南面回廊か

ら金堂両脇 回廊 までの長 さ275尺 としたため、大安寺回廊端 と太房の問の13.5尺 、太房

桁行の13.8尺 の柱間寸法が生 じる。

d.大 官大寺北面回廊の北側柱列の南25大 尺(30尺)に 大安寺北中房 の棟通 りが設定 され、

大官大寺北面回廊の南側柱列 の1尺 内側が大安寺北中房 の北側柱列 となる。 さらに東西

太房 と中房 の間隔 と同 じ60大 尺(72尺)を 隔て、南85大 尺(102尺)に 大安寺の北太

房棟通 りが設定 される。北太房東西列 の間を100大 尺(120尺)と す ることで、北太房

の長 さが決 ま り、北太房 と繋がる東西太房北列の長 さも決まる。東西 中房北列の長 さは、

東西太房北列の長 さと北中房 との位置 関係 によって決ま り、太房13.8尺 、中房13尺 と

い う桁行柱 問寸法を用いることで、大きな矛盾 を生 じさせ ることなく、大官大寺回廊位

置を基準に して大安寺僧房が配置 され、長大な回廊 は長大な僧房 に改められた。

まとめ

大安寺太房 の柱 間寸法(桁 行13.8尺 ・梁間13尺)や 中房 の柱間寸法(桁 行13尺 ・梁間

10尺)は 薬師寺の太房(桁 行10尺 ・梁問10尺)よ りも規模 が大きく、同じ官寺ではある

ものの、建物規模 は大安寺が全てを上回ってお り、文字通 りの 「大寺」であることこそが

大安寺の特徴 である。大安寺の建物の柱 間寸法13尺 ・17尺 ・18尺 は、大官大寺の建物柱

間寸法 を引き継いだもの とみ られ るが、発掘調査担 当者泣かせ の他 寺に見 られない13.5

尺、13.8尺 や14.8尺 といった端数 をもつ柱 間寸法をもつことも、また大安寺の建物遺構

の特徴 といえる。 こ うした端数 をもつ柱 間寸法が出現す る理由は、大尺 による地割に小尺

による建物設計が制約 された結果 とみ られ、大安寺伽藍設計を規制 した大尺による地割 こ

そは、前身寺院である文武朝大官大寺の伽藍配置計画であった と考えてよいだろ う。

平城京右京六条二坊 に営まれた薬師寺が、藤原京の薬師寺(本 薬師寺)と 、ほぼ同 じ伽

藍配置形式で造営 された と同じく、大安寺 も当初 は藤原京の大官大寺伽藍がそのまま左京

六条四坊 に造営 され る予定であったが、その造営計画 は前章のa～dに 復原 した ような大幅

な変更が加え られ、大塔を置 くための長大な回廊位置 をもとに して僧房が計画 され、長大

な回廊は長大な僧房に改め られ、大塔を建てる予定の塔院だけが六条大路を隔てた七条四

坊に設定 されることになった。文献に伝 える道慈の大安寺修造 とは、具体的にはこ うした

変更であった と考えられ る。『続 日本紀』の伝 える道慈の匠手を歎服 させた工巧 とは、大官

大寺造営プ ランを正に 『本朝高僧伝』の記す如 く 「延表長短 自督縄墨」 して、13.5尺 、

13.8尺 や14.8尺 といった端数 をもつ柱 間寸法を用い、大安寺伽藍へ と矛盾無 く改変 した

ことといってもよいだろ う。

道慈による平城大安寺造営計画の変更は、「大安寺式伽藍」の特徴 でもある長大な僧房の

確保 を目的 としたもので、多数 の僧侶の止住 を可能に して、国家鎮護を担 う僧侶 の養成機

能 をもたせ ることにあった と考 えられ、その後の唐僧道落、波羅門僧菩提倦那や林 邑僧仏
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哲等 の来 日僧 、新羅学生審祥等 の大安寺への止住が これを物語 ってい る。左右京 に並び立

つ官寺であったが、右京の薬師寺 とは異なった機能が左京の大安寺 に期待 されたのである。

道慈にとっては百済大寺以来の大塔 は唐 の寺院のよ うに塔院にあるべきで、七世紀の百済

や新羅の如 く金堂前の回廊 内に塔を建てるといった ことも、『続 日本紀』の天平16年 の道

慈卒伝のい う 「大唐の道俗 の伝 える聖教 の法則に異な り」、 「憲章 と違」 う 「虚説」 と映っ

たのではないだろうか。大塔 よりも 「能 く国土を護 らむ」のためには国家鎮護を担 う僧侶

の能力向上を図る必要があ り、「教典 に順」うには、唐長安の西明寺や、遥か天竺の祇園精

舎に倣った僧侶の修行場所 としての僧堂が充実 した唐風の寺院を新都に営むことこそが重

要だったのである。大安寺の僧堂重視は天平19年(747)の 『資財帳』勘録後も、塔の造営

に先立ち、西北 中房や小子房が造営 され、僧房の瓦葺 が進 められ ることか らも、 うかが う

ことができる(34)。塔院 に大塔の造営が開始 され るのは、僧房の整備 以後 と見 られ、両塔

が完備するのは奈 良時代末の光仁、恒武朝まで降 り、最終的には塔回廊 などの整備 までに

は至 らなかったらしい。早良親王の止住や宝亀6年(775)の 大安寺碑の建立、宝亀11年(780)

封戸の復 旧、延暦元年(782)の 光仁天皇や延暦9年(790)の 高野新笠 の一周忌が大安寺で営

まれ るな どの事象 は、この時期 の大安寺西塔 の完成 とともに、光仁、桓武朝の一定の大安

寺重視を示す が、平安時代 に入 ると、大安寺が 占めた官寺筆頭 としての地位 は東大寺が 占

めることになる。 これは、鑑真 の来 日によって東大寺に戒壇が開かれたことと無 関係では

なく、僧侶養成機能が、奈 良時代後半に大安寺か ら東大寺に移 るな ど、仏教政策 の転換に

関るもの と考えたい。
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